
平
成
二
十
三
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
四
号
（
労
働
安

全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に
係
る
登
録
及
び

指
定
に
関
す
る
省
令
第
十
九
条
の
二
十
二
第
一
項
第
一

号
等
の
規
定
に
基
づ
く
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
研
修

及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者
の
一
部
を
改
正
す
る

件
）
に
よ
る
改
正
前
の
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に

基
づ
く
命
令
に
係
る
登
録
及
び
指
定
に
関
す
る
省
令
第

十
九
条
の
二
十
二
第
一
項
第
一
号
等
の
規
定
に
基
づ
く

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
研
修
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が

定
め
る
者
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
告
示
第
百
三
十
四

号
。
以
下
「
旧
研
修
告
示
」
と
い
う
。）第
一
条
第
三
号

の
指
定

新
登
録
省
令
第
十
九
条
の
二
十
二
第
一
項
第
一
号
の

登
録

旧
研
修
告
示
第
三
条
第
三
号
の
指
定

新
登
録
省
令
第
十
九
条
の
二
十
二
第
二
項
第
一
号
の

登
録

旧
研
修
告
示
第
五
条
第
三
号
の
指
定

新
登
録
省
令
第
十
九
条
の
二
十
二
第
三
項
に
お
い
て

読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
条
第
二
項
第
一
号
の
登
録

旧
研
修
告
示
第
七
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る

旧
研
修
告
示
第
五
条
第
三
号
の
指
定

新
登
録
省
令
第
十
九
条
の
二
十
二
第
四
項
に
お
い
て

読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
条
第
二
項
第
一
号
の
登
録

旧
研
修
告
示
第
九
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る

旧
研
修
告
示
第
五
条
第
三
号
の
指
定

新
登
録
省
令
第
十
九
条
の
二
十
二
第
五
項
に
お
い
て

読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
条
第
二
項
第
一
号
の
登
録

旧
研
修
告
示
第
十
一
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す

る
旧
研
修
告
示
第
五
条
第
三
号
の
指
定

新
登
録
省
令
第
十
九
条
の
二
十
二
第
六
項
に
お
い
て

読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
条
第
二
項
第
一
号
の
登
録

旧
研
修
告
示
第
十
三
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す

る
旧
研
修
告
示
第
五
条
第
三
号
の
指
定

新
登
録
省
令
第
十
九
条
の
二
十
二
第
七
項
に
お
い
て

読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
条
第
二
項
第
一
号
の
登
録

旧
研
修
告
示
第
十
五
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す

る
旧
研
修
告
示
第
五
条
第
三
号
の
指
定

新
登
録
省
令
第
十
九
条
の
二
十
二
第
八
項
に
お
い
て

読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
条
第
二
項
第
一
号
の
登
録

２

こ
の
省
令
の
施
行
前
に
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
研
修
を
修
了
し
た
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
研

修
を
修
了
し
た
者
と
み
な
す
。

旧
研
修
告
示
第
一
条
の
研
修

新
登
録
省
令
第
十
九
条
の
二
十
二
第
一
項
第
一
号
の

研
修

旧
研
修
告
示
第
三
条
の
研
修

新
登
録
省
令
第
十
九
条
の
二
十
二
第
二
項
第
一
号
の

研
修

旧
研
修
告
示
第
五
条
の
研
修

新
登
録
省
令
第
十
九
条
の
二
十
二
第
三
項
に
お
い
て

読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
条
第
二
項
第
一
号
の
研
修

旧
研
修
告
示
第
七
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る

旧
研
修
告
示
第
五
条
の
研
修

新
登
録
省
令
第
十
九
条
の
二
十
二
第
四
項
に
お
い
て

読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
条
第
二
項
第
一
号
の
研
修

旧
研
修
告
示
第
九
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る

旧
研
修
告
示
第
五
条
の
研
修

新
登
録
省
令
第
十
九
条
の
二
十
二
第
五
項
に
お
い
て

読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
条
第
二
項
第
一
号
の
研
修

旧
研
修
告
示
第
十
一
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す

る
旧
研
修
告
示
第
五
条
の
研
修

新
登
録
省
令
第
十
九
条
の
二
十
二
第
六
項
に
お
い
て

読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
条
第
二
項
第
一
号
の
研
修

旧
研
修
告
示
第
十
三
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す

る
旧
研
修
告
示
第
五
条
の
研
修

新
登
録
省
令
第
十
九
条
の
二
十
二
第
七
項
に
お
い
て

読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
条
第
二
項
第
一
号
の
研
修

旧
研
修
告
示
第
十
五
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す

る
旧
研
修
告
示
第
五
条
の
研
修

新
登
録
省
令
第
十
九
条
の
二
十
二
第
八
項
に
お
い
て

読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
条
第
二
項
第
一
号
の
研
修

別
表
第
一
表
一
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に
係
る
登
録
及
び
指
定
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
四
十

七
年
労
働
省
令
第
四
十
四
号
）
の
項
中「

「

第
十
九
条
の
二
十
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
保
存

」

」

第
十
九
条
の
二
十
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
保
存

第
十
九
条
の
二
十
四
の
二
の
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
財
務
諸
表
等
の
備
置
き

第
十
九
条
の
二
十
四
の
二
の
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
保
存

第
十
九
条
の
二
十
四
の
二
の
十
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
保
存

に
改
め
る
。

を

別
表
第
二
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に
係
る
登
録
及
び
指
定
に
関
す
る
省
令
の
項
中

を

に
改
め
る
。

「

「

」

」

第
一
条

の
九
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
記
載

第
一
条
の
九
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
記
載

第
十
九
条
の
二
十
四
の
二
の
十
三
第
一
項

第
十
九
条
の
二
十
四
の
二
の
十
三
第
二
項

の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
記
載

の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
記
載

平成™š年š月š˜日 木曜日 (号外第�œ号)官 報

様
式
第
一
号
の
五
中
「第

1
9条
の
６
の
２

」
の
次
に
「、

第
1
9条
の
2
4の
２
の
６

」
を
加
え
、同
様
式
備
考
１
中「型

式
検
定
」

」の
次
に
「、「

検
査
業
者
検
査
員
研
修
」

」を
加
え
、
同
様
式
備
考
２
中
「登

録
型
式
検
定
機
関

」
の
次
に

「、
登
録
検
査
業
者
検
査
員
研
修
機
関

」
を
加
え
る
。

様
式
第
二
号
中
「第

1
9条
の
７

」
の
次
に
「、

第
1
9条
の
2
4の
２
の
７

」
を
加
え
、
同
様
式
備
考
中
「登

録
型
式
検

定
機
関

」
の
次
に
「、

登
録
検
査
業
者
検
査
員
研
修
機
関

」
を
加
え
る
。

様
式
第
三
号
中
「第

1
9条
の
７

」
の
次
に
「、

第
1
9条
の
2
4の
２
の
７

」
を
加
え
、
同
様
式
備
考
１
中
「登

録
型
式

検
定
機
関

」
の
次
に
「、

登
録
検
査
業
者
検
査
員
研
修
機
関

」
を
加
え
る
。

様
式
第
四
号
中
「第

1
9条
の
８

」
の
次
に
「、

第
1
9条
の
2
4の
２
の
８

」
を
加
え
、同
様
式
備
考
１
中「型

式
検
定
」

」

の
次
に
「、「

検
査
業
者
検
査
員
研
修
」

」を
加
え
、
同
様
式
備
考
２
中
「登

録
型
式
検
定
機
関

」
の
次
に
「、

登
録
検
査

業
者
検
査
員
研
修
機
関

」
を
加
え
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
指
定
を
受
け
て
い
る
者
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日

か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
は
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
登
録
を
受
け
て
い
る
者
と
み
な
す
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に
係
る
登
録
及
び
指

定
に
関
す
る
省
令
（
以
下
「
新
登
録
省
令
」
と
い
う
。）第
十
九
条
の
二
十
四
の
二
の
五
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
及

び
第
十
九
条
の
二
十
四
の
二
の
七
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

（
厚
生
労
働
省
の
所
管
す
る
法
令
の
規
定
に
基
づ
く
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の

技
術
の
利
用
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

厚
生
労
働
省
の
所
管
す
る
法
令
の
規
定
に
基
づ
く
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
情
報
通

信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
七
年
厚
生
労
働
省
令
第
四
十
四
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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